
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２１年 ５月 ２８日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：日本語学 
科研費の分科・細目：日本語学 
キーワード：国語学，言語学，言語政策，国語教育，国語施策，コーパス，語彙，漢字 
 
１．研究計画の概要 
(1)国語施策と国語教育の分野に，コーパスを
本格的に導入することで，新しい研究領域を
開拓する。特に，語彙と漢字を取り上げ，コ
ーパスを用いた語彙表・漢字表を作成し，こ
れを活用した研究を展開する。 
 
(2)研究の共通データとして，①領域全体で作
成する「現代日本語書き言葉均衡コーパス」
に基づく語彙頻度表・漢字頻度表，②小中高
等学校で使われている検定教科書の全学年
全教科の教科書のコーパスとその語彙頻度
表・漢字頻度表を作成し，その活用法を研究
することを通して研究を実践する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)2006 年度：研究の全体計画を構築し，言
語政策に役立つ語彙表・漢字表の具体的設計
と，検定教科書コーパスの設計を行った。 
 
(2)2007 年度：「現代日本語書き言葉均衡コー
パス」の書籍部分を用いて作成した語彙頻度
表をもとに，語彙レベルを設定し，分野特徴
度を算出した。また，検定教科書コーパスの
作成を進めた。 
 
(3)2008 年度：「現代日本語書き言葉均衡コー
パス」の書籍部分を用いた語彙レベルと分野
特徴度を含む語彙リスト，および教科書コー
パスによる中学校教科語彙リストを作成し
た。二つの語彙リストを突き合わせて，国語
政策・国語教育に役立つ語彙リストを数種試
作し，政策や教育の実践上で活用する方向を

研究した，漢字総合頻度表の作成によって漢
字研究の基盤整備を進めると同時に，文化審
議会国語分科会漢字小委員会にデータを提
供し，「常用漢字表」見直しの審議に貢献し
た。なお，作成した語彙表の一部を公表した。 
 
 
３．現在までの達成度 
  ②おおむね順調に進展している。 
 （理由） 
 研究の共通データの作成は予定通り進ん
でおり，これを活用した研究も，国語施策・
国語教育の両分野において，語彙・漢字の双
方の側面から，多角的に進めることができて
いる。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)これまでに作成したコーパスと語彙頻度
表・漢字頻度表をもとに，研究目的に応じた
種々の語彙リスト・漢字リストを作成し，こ
れを活用した研究の展開を重点的に進める。 
 
(2)国語教育の分野でコーパスを活用した研
究を進めるには，国語教師との共同研究が有
効であると考えられる。国語教師を対象とし
たワークショップを企画するなどして，現場
教師に役立つコーパス活用方法について，探
索を進め，国語教育分野での研究の展開に力
を入れる。 
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